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私の経験



４月２８日に提言



福島調査の目的

＊子供目線で判断するための証拠さがし

子供は成人より３倍放射線感受性がある

＊内部被ばくは広島原爆で見過されてきた

同じように内部被ばくを、福島原発事故で

見過されてはいけない（同じ間違いを2度

繰り返してはいけない！！）

＊住民調査を提言したことへの責務



国の動きが鈍いので自ら調査5月5日



住民への説明（個別訪問）と
庭先での空中線量測定



雨樋部、要注意



内部被ばくを測定する

福島での採尿 たくさんの尿器
を背負って



尿中の放射能量を測定



内部被ばく量

セシウム１３７
セシウム１３４



外部放射線量を測定する

飯館村の、この庭先
では毎時4.7μSv

メルパルク広島６階
ホールでの測定値
は０．０９μSv



飯館村空間線量と個人被ばく線量
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福島調査でわかったこと

１．5月5日時点で全住民に放射性セシウムが検出さ

れたが、微量であった

２．放射性ヨウ素が一部住民に検出され,甲状腺内生涯

被曝線量43.2mSv（最高値症例）であったが、汚染食

摂取による影響が多分に考慮された（経呼吸ではない）

３．外部被ばくの観点から、20mSv年間規制量に

は至ってはいないものの、早急に避難すべきである

４．内部被ばくの観点から、地元作付野菜や

「山の幸」などを食べないようにする



専門誌に載って、消されぬ事実に


